
中
村

』
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二
集
合
場
所
・
時
間
等

・
集
合
場
所
で
の
受
付
後
、
儀
場
へ
は
バ
ス
で
御
送
迎
い
た
し
ま
す
の
で
、
次
に
よ
り
お

三
代
理
出
席
・
随
行
者

一
参
列
の
服
装

四
手
荷
物
等

五
連
絡
先

・
北
の
丸
公
園
周
辺
道
路
で
は
交
通
規
制
を
行
う
た
め
、
送
迎
バ
ス
に
御
乗
車
さ
れ
な
い

と
御
入
場
で
き
な
い
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
御
注
意
く
だ
さ
い
。

、
多
数
の
海
外
か
ら
の
要
人
が
参
列
さ
れ
る
た
め
、
開
始
ま
で
、
長
時
間
お
待
ち
い
た
だ
く

こ
と
が
見
込
ま
れ
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
御
承
知
お
き
願
い
ま
す
。

・
儀
場
内
に
は
、
缶
・
・
ヘ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
の
飲
料
水
、
カ
メ
ラ
を
含
め
、
手
荷
物
の
持

ち
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
（
女
性
の
ハ
ン
ド
バ
ッ
ク
は
除
く
。
）
。

，
当
日
は
、
儀
場
内
に
給
水
所
を
設
け
ま
す
が
《
送
迎
バ
ス
へ
の
御
乗
車
後
、
献
花
終
了

ま
で
（
五
時
間
程
度
）
、
お
食
事
は
お
取
り
い
た
だ
け
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
御
承

知
お
き
願
い
ま
す
。

集
ま
り
く
だ
さ
い
。

略
礼
服
又
は
平
服
等

な
お
、
顔
写
真
付
き
の
御
太

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
御
本
人
確
認
書
類
（
顔
写
真
付
き
）
」
は
、
運
転
免
許
証
、
運
転
経
歴
証
明
書
、

パ
ス
ポ
ー
ｈ
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
ゞ
公
的
機
関
が
発
行
し
た
も
の
に
限
り
ま
す
。

な
お
、
顔
写
真
付
き
の
御
本
人
確
認
書
類
を
お
持
ち
で
な
い
場
合
は
、
左
記
連
絡
先
ま
で

出
席
登
録
を
さ
れ
た
御
本
人
（
封
筒
宛
名
の
方
）
の
み
参
列
可
能
で
あ
り
、
代
理
の
方

の
御
出
席
や
秘
書
等
の
随
行
は
で
き
ま
せ
ん
。

参
列
に
つ
い
て
の
お
尋
ね
は
、
左
記
に
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
御
香
典
、
御
供
物
、
御
供
花
等
は
固
く
印
辞
退
申
し
上
げ
ま
す
。

側
お
持
ち
物
今
回
お
送
り
し
て
い
る
「
封
筒
気
同
封
の
「
受
付
票
』
、
「
御
本
人
確

認
用
書
類
（
顔
写
真
付
き
）
」
の
三
点

内
閣
府
大
臣
官
房

故
安
倍
晋
三
国
葬
儀
事
務
局
電
話

御
留
意
事
項

【



○
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は
八
参
列
を
御
遠
慮
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

心
発
熱
や
咳
・
咽
頭
痛
等
の
症
状
が
あ
る
方
、
そ
の
他
体
調
の
す
ぐ
れ
な
い
方

参
列
を
御
遠
慮
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

○
式
典
当
日
は
次
の
事
項
に
御
留
意
く
だ
さ
い
。

○
そ
の
他

・
接
触
確
認
ア
プ
リ
（
８
８
己

・
今
後
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ー

は
、
改
め
て
御
連
絡
し
ま
す
。

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

、
同
居
家
族
や
身
近
な
方
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

は
発
熱
や
咳
。
咽
頭
痛
等
の
症
状
の
あ
る
方
が
い
る
方

・
式
典
当
日
に
お
い
て
、
政
府
が
定
め
る
期
間
内
に
、
政

察
期
間
を
必
要
と
さ
れ
て
い
る
国
・
地
域
等
へ
の
渡
航

る
期
間
内
に
、
政

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
陽
性
者
及
び
濃
厚
接
触
と
さ
れ
た
方

常
に
マ
ス
ク
を
御
着
用
願
い
ま
す
。
な
お
、
式
典
の
趣
旨
に
鑑
み
、
｛

し
た
も
の
を
御
用
意
願
い
ま
す
。
（
不
織
布
マ
ス
ク
を
推
奨
し
ま
す
。
）

・
館
内
で
は
密
と
な
ら
な
い
よ
う
、
，
他
の
参
列
者
と
の
間
隔
を
確
保
す
｝

ま
す
。
ま
た
、
必
要
以
外
の
移
動
や
会
話
、
飲
食
は
お
控
え
く
だ
さ

・
会
場
内
で
体
調
不
良
が
疑
わ
れ
る
方
に
つ
い
て
は
、
別
室
に
移
動
丘

が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
御
了
承
く
だ
さ
い
。

他
の
参
列
者
と
の
間
隔
を
確
保
す
る

飲
食
は
お
控
え
く
だ
さ

別
室
に
移
動
・
待 白

と
の
濃
厚
接
触
が
あ
る
方

入
場
前
に
検
温
や
手
指
消
毒
を
実
施
し
ま
す
。

か
じ
め
御
了
承
く
だ
さ
い
。

入
場
に
お
け
る
検
温
で
発
熱
が
あ
る
方
は
、
御
入
場
を
お
断
り
い
た
し
ま
す
の
で
、
あ
ら

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
に
関
す
る
御
留
意
事
項

感
染
症
の
感
染
状
況
に
よ
り
、
規
模
を
縮
小
等
す
る
場
合

の
活
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

よ
う
御
協
力
願
い

願
い
し
ま
す
。

府
か
ら
入
国
制
限
、
入
国
後
の
観

地
域
等
へ
の
渡
航
並
び
に
当
該
国
・
地
域
の
在
住
者

染
が
疑
わ
れ
る
方
が
い
る
方
又

い。
機
い
た
だ
く
こ
と

色
無
地
を
基
調
と

､
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故
安
倍
普
三
国
葬
儀

御
欠
席

御
出
席

※
介
添
者
を
同
伴
さ
れ
る
場
合
は
事
務
局
一
１
１
’
一
に
脊
連
縄
則
だ
さ
い
。

※
九
月
》
ま
で
に
御
投
函
願
い
ま
式
な
お
、
代
理
出
席
は
御
遠
慮
願
い
ま
す
。

今
和
四
年
九
月
二
十
七
日
（
火
）

御
芳
名

御
連
絡
先
（
電
話
番
号
）

子
西
血
・

ふ
り
り
力
を該

当
す
る
場
合
は
チ
ェ
ッ
ク

．
口
車
．
い
す
で
の
御
来
場
ツ
ク
し
て
く
だ
さ
い
。
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故
安
倍
晋
三
国
葬
儀
を
左
記
に

ま
す
の
で
御
案
内
申
し
上
げ
ま
す

国
葬
儀
を
左
記
に

日
時
今
末
四
年
九

場
所
日
本
武
道
館

今
末
四
年
九

令
和
四
年
八
月

牧
安
倍
晋
三

記

月
二
十
七
日
（
火
）
午
後
二
時

よ
り
挙
行
い
た
し

国
葬
儀
委
員
長

内
閣
総
理
大
臣
岸
田
文
雄

敬
具


